
 

 

 
 

  

 

 
 

 
 

 令和 7年 9月 10日（水） 

  会場 寄居町商工会Ｓｐａｒｋ 

 

 

 

 

第 2778回例会 

 

 

 

 

 

 

 

司会 野村 文昭（SAA） 

点鐘 下条  誠会長（12：30） 

ソング それでこそロータリー

お客様  

２０２６－２０２７年度派遣  

地区補助金奨学候補生 新嶋 里奈様 

 

１．会長の時間           下条  誠さん 

皆さん、こんにちは。お客様を紹介します。国際ロータ

リー第２５７０地区 ２０２６－２０２７年度地区補助

金奨学候補生 新嶋里奈さんです。皆様、

大きな拍手をお願いします。新嶋さんに

は後ほど卓話をお願いしています。宜し

くお願いします。新嶋さんについてお話

を聞いたところ、お住まいは熊谷の新堀、

籠原駅の近くということで私の居住地

のお隣でした。年齢は私の上の子供の一つ下、下の子の一

つ上ということで、ちょうど真ん中でした。大学の方は立

命館アジア太平洋大学（APU）、場所が大分県ということで

す。私の子供も同じ九州の宮崎の大学なので親近感を感じ、

今日は卓話をとても楽しみにしています。 

 さて、先週の土曜日、日曜日にロータリーの委員会等が

ありました。土曜日は財団の委員会がありました。後ほど

吉田委員長からこの報告を簡単にしてもらいます。財団の

セミナーの中で１つ気になったことがありましたので、皆

様にお伝えします。財団のセミナーの中でロータリーのカ

ード、いわゆるクレジットカードがあることを初めて知り

ました。このカード、オリコカードかダイナースカードな

のですが、このカードでショッピングなどをすると購入額

の０．３％がエンドポリオに募金されることを初めて知り

ましたので、もし会員の中にカードはどこのものでもよい

という方がいましたら、ロータリーカードにするとカード

を利用することにより自然とポリオの募金ができるのは

大変良いことだと思いますので、ご紹介させていただきま

す。もし加入したいという方は私までご連絡ください。 

 続きまして、日曜日には社会奉仕委員会のセミナーがあ

りました。こちらは権田委員長と一緒に参加しました。社

会奉仕委員会で気になったことは、「ヤングケアラー」と

言う言葉を初めて聞きました。簡単に言いますと、中学生

や高校生の子供が家族の介護をするために進学ができな

いだとか、友達と遊んだりできないなど、場合によっては

小学生でもそういったことがあるという社会問題がある

ことを学ぶことができました。この件に関しては権田さん

から後ほど簡単に説明してもらいます。 

 本日は新嶋さんの卓話や委員会報告もありますので、会

長の時間は以上となります。本日もどうぞよろしくお願い

します。 

 

２．幹事報告            荻野 真仁さん 

それでは幹事報告をします。まず、先週は「炉辺談話」

の報告があり、各班に報告書を提出いただき、大変ありが

とうございました。まずは御礼申し上

げます。 

 続いて、先週も話しましたがゴルフ

が２つあります。１つは１０月２１日

第４７回秩父ロータリークラブ チャ

リティーゴルフ大会、ザ ナショナル

カントリークラブ（旧廣済堂埼玉ゴルフクラブ）です。も

う一つは地区大会記念ゴルフ大会があります。１０月６日、

鳩山カントリークラブです。こちらにつきまして、先週申

込書を回覧したのですが人数が少なかったので、先週休ん

だ方もいると思いますので再度申込書を回覧します。ぜひ

奮って参加をお願いします。 

 次に前にもご案内しましたが、９月１４日に開催されま

す５年未満の新会員セミナーについて、寄居ロータリーク

ラブからは６名の参加ですが、年数に関わらず興味のある

方は歓迎しますと連絡がありましたので、急な日程ではあ

りますが、興味のある方は会長・幹事までご連絡をお願い

します。 



 さらに９月２７日には RLI（ロータリー リーダーシッ

プ研修会）については２名が参加します。２名の方、宜し

くお願いします。本日の幹事報告は以上となります。あり

がとうございました。 

 

３．委員会報告 

（１）出席推進委員会        吉野 泰久さん 

例会日 総員 欠席 出席 ＭＵ 出席率 

９月10日 ３４ ５ ２９ ０ ８５．２９％ 

９月 ３日の修正出席率 ７６．４７％ 

 

（２）研修報告 

①ロータリー財団委員会委員長 吉田昌弘さん 

 皆さん、こんにちは。９月６日、先週土曜日下条会長と

一緒にロータリー財団セミナーに出席しました。私自身、

ロータリーの会費からどこに寄付がい

っているよということぐらいしか知ら

なかったのですが、セミナーに出席し

て、こんなところにも寄付されている

ということがわかり、大変勉強になり

ました。その中で、原島ガバナーエレク

トの話の中で、今ロータリーは変革期にきている。この財

団にしても寄付を集めることが目的ではないのです。そし

て財団で何に使われているか、そんなことをしっかりと知

っていくことが必要なのではないか。という話があり、確

かにセミナーの説明を聞いて寄付がどのように使われて

いるのかの詳細を初めて知ることができました。今日お越

しいただいている新嶋里奈さんの地区補助金奨学候補生

という自己紹介をいただき、こういった若く有望な方にも

補助がされているということを聞き、大変良い事だと思い

ました。今日は会場にお越しいただいているので、たっぷ

りと卓話をしていただき、皆さんにも楽しみにして欲しい

と思います。 

 そしてセミナーの締めくくりとして、安齋ポリオプラス

委員長の説明がありました。ポリオとは聞いたことがある

のですが、どのような病気なのかも知りませんでしたが、

このポリオという病気が急性灰白髄炎、日本では小児麻痺

と言われ、５歳未満の子供が感染しやすいそうです。そん

な子どもたちの命を救っていこうという取組みを今安齋

さんが委員長で頑張っています。 

 １１月２日に３デイマーチがあります。昨年も参加した

人がいますが、なかなかハードで１０キロくらい歩きPRす

るそうですので、奮って参加して欲しいと思います。 

 冒頭にも話しましたが「ただ寄付をされているのだ」と

思うよりもどういったところに寄付をされているのかわ

かると、会費がどのように使われるのか理解できると、や

はりロータリーの必要性や社会貢献等がわかり、大変勉強

になりました。また機会があれば参加したいと思います。

以上です。ありがとうございました。 

②社会奉仕・環境保全委員会 委員長 権田功さん 

こんにちは。先日９月７日、国際ロータリー 第２５７０

地区 ２０２５－２６年度 第１回社会奉仕セミナーが、国

立女性教育会館で行なわれ、下条会長

と二人で参加してきました。 

第１回社会奉仕セミナーということで、

今回のテーマは「ヤングケアラーのた

めに私たちができること」ということ

で、講師に埼玉県福祉部地域包括ケア

課、地域包括ケア担当の中前千佳様をお招きし、ヤングケ

アラーの現状、それがどういうことか、それから私たちに

何ができるのかということをお話いただきました。 

簡単にその内容を紹介します。まず先ほど会長からもあ

りましたが、ヤングケアラーとは、最近定義されました。

令和２年３月に埼玉県ケアラー支援条例です。「ヤングケ

アラー」とは「高齢、身体上又は精神上の障害または疾病

等により援助を必要とする親族、友人その他身近な人に対

して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他援助を

提供する者（ケアラー）のうち、１８歳未満の者」と定義

されました。令和６年６月１２日にもう一つ法改正があり

ました。その「子ども・若者育成支援推進法」の改正によ

り、「家族の介護その他日常生活上の家族の世話を過度に

行っていると認められる子ども・若者」と説明されている

ようです。どういった社会状況があるかといいますと、も

うこれは単純にヤングケアラーだけではないと思います

が、高齢化。それから一世帯あたりの家族人数が少なくな

っていることです。世の中での高齢化率、高齢者数も増え

ています。要は支援をされるような家族が増えてきている

こと。今までは大家族の中で世話をしていたりして、家族

で分散していた支援が、家族単位が小さくなることで、共

稼ぎ率が非常に高くなっていますので、子供たちに負担が

いってしまっているという現状があるので、ヤングケアラ

ーの問題が増えてきたのではないかという話がありまし

た。 

また、ヤングケアラーとは１８歳未満で、その後はいい

のかということではないようで、基本的には１８歳未満の

時に、学校に行けなかったり、進学を諦めたり、そういう

ことによって３０歳未満を中心として、社会でうまく生活

できない人たちが多くいるそうです。それが実際には４０

歳ぐらいまでの方も対象としてヤングケアラーと考えた

いとなっているそうです。ただ私は思うのですが、皆さん

もニュースでみたりすると思いますが、老々介護もある意

味では同じようなことですよね。結婚できないで５０、６

０になった息子が、年を取った父親や母親だとかを介護す

る。それで会社を辞めなくてはいけなくなったり、いろい

ろと相談できなくなって、孤立し、いろいろ起こるという

ようなこともあるのではないかと、私は話を聞きながら思

いました。 

家で若い子たちが家族の世話をしたりしているのがヤ

ングケアラーなのですが、特に問題なのが、ヤングケアラ



ーの子どもたち全てに支援が必要なわけではないという

ことらしいです。要は、特にその中でも厳しい子たち、先

ほど言ったように学校に行けなかったり、進学できなかっ

たり、そういう子たちに特にケアしなければいけないので

はないか。ではケアとはどういうことかというと、なかな

か難しいのですが、私たちにできることというと、そうい

う子どもを見た時にそこの家に行って我々が何か支援で

きるのかと考えた時に、なかなか難しい。だから行政の福

祉や、そういう子どもに対応している教育関係や支援して

いる場とか、子ども食堂とか、支援センターなどに繋いで

ほしいそうです。私たち大人が「信頼できる大人」になっ

て、直接子どもたちの話を聞いたり、その困っている人た

ちの話を聞ける社会人になる。そして、もしおかしいな、

変だなと思ったならば、それを社会に繋げる。そういう大

人になるということが、望まれた形のような話がありまし

た。 

難しいのが、ヤングケアラーは子ども個人ですが、子ど

もの支援ではなく、当然その家族全体を支援していかなけ

ればならないですので、何しろ行政や民間のいろいろな支

援団体と組んで子たちを支援していくという話しでした。 

最後に「ロータリアンの私たちは何をしたらいいか。具

体的に聞かせてください。」と質問しました。結局、信頼

できる、相談できる大人になってください、ということの

ようです。その時私自身が思ったのは、こういう場で何で

もいいから、「こういうことをやってくれる人が欲しい」

「これが欲しい」という具体的なことを言ってくれたら、

あとは我々ロータリアンが自分たちのクラブに戻って、相

談できるようなことになればいいと思いましたが、そうい

う話しはありませんでした。 

まとめますと、やはり個人だけではできないので、我々の

住む社会が、個人と家庭と社会と地域で協力し合って、み

んなで助け合うコミュニティを作っていくことが大事な

のではないでしょうか。以上です。 

 

（３）ニコニコボックス委員会    吉田 昌弘さん 

下条  誠さん 新嶋里奈さん、          

本日の卓話を楽しみにしていました。

よろしくお願いします。 

荻野 真仁さん 寄居小学校の「荻野商店文庫」に今月

約１００冊新刊を贈呈いたしました。 

松本 幸男さん 諸事情あり、初めての２回連続の欠席

となりました。久しぶりのロータリ

ー、楽しみます。           

新嶋様、本日の卓話、大変楽しみにし

ておりました。よろしくお願いいたし

ます。    多めにいただきました 

荻野 幸一さん 新嶋里奈さん、          

卓話宜しくお願いします。 

吉野 泰久さん 津久井さん、押田さん、７/２０にいた

だいた「朝顔」が未だ咲いています。

でも不思議なのは、あんなに沢山咲い

ても「種」がひとつもできません。

（今流行りの種なしかな） 

佐橋 正行さん 新嶋里奈さん、寄居ＲＣへようこそ。 

小宮 俊光さん 新嶋里奈さん、ようこそ寄居ＲＣへ。

楽しくて、ためになる卓話楽しみで

す！！宜しくお願いします。 

山口 正彦さん 新嶋さん、            

本日の卓話楽しみにしています。 

柴﨑  正さん 新嶋里奈さん、ようこそ。     

卓話、宜しくお願いします。 

清水 浩一さん 新嶋里奈様、寄居ＲＣへようこそ！  

卓話楽しみです。 

加藤 祐司さん 新嶋里奈さん、ようこそ寄居ＲＣへ。

本日の卓話、楽しみにしております。 

安齋治一郎さん 新嶋里奈さん、ロータリーと留学の

事、たっぷり話して下さい。 

赤坂 匠康さん 新嶋里奈さん、本日の卓話楽しみで

す。よろしくお願いします。 

松本 則之さん 伯母が９４歳で亡くなりました。日記

の最後に「楽しかった」と書いてあっ

たそうです。私も伯母を見習って楽し

い人生を送りたいです。 

松本 則之さん 新嶋さん、卓話よろしくお願いしま

す。ただ残念ながら、本日早退します

ので、後で会報を読ませていただきま

す。 

橋本 則彦さん 残暑もあと少しですかね。     

本日もよろしくお願いします。 

森田 淳一さん 本日、子どもの学校の監査会なので、

早退させて頂きます。       

申し訳ございません。 

小鮒 哲夫さん 新嶋里奈さん、ようこそ寄居ＲＣへ。 

本日はよろしくお願いします。 

髙田  徹さん 新嶋さん、ようこそ寄居ＲＣへ！   

本日はよろしくお願いいたします！ 

権田  功さん 新嶋里奈様、本日はありがとうござい

ます。よろしくお願い致します。 

高倉 隆綱さん 新嶋里奈さん、ようこそ寄居ＲＣへ！ 

本日はよろしくお願いいたします！ 

豊田 康業さん 新嶋さん、ようこそお越しくださいま

した。卓話楽しみにしております。 

本日もよろしくお願いします。 

豊田 康業さん ９／１３，９／２０ ８：３０～  

FM仙台の番組に出演します。ラジコで

聞けますので、お時間のある方、よろ

しくお願いします。 

野村 文昭さん 本日は司会という事で緊張しておりま

す。どうぞ宜しくお願いします。 

押田 大助さん 新嶋里奈様、本日は卓話楽しみにして



おります。 

清水雄一郎さん 新嶋さん、卓話楽しみにしています。

昨日、健康診断に行ってきました。身

長がこの年で１８９．５㎝で１．５㎝

も伸びました。（笑） 

石井 彩子さん 本日の卓話、楽しみにしております。

よろしくお願い致します。 

野村 文昭さん 前回欠席のため。 

吉田 昌弘さん 新嶋里奈さん、          

本日の卓話を楽しみにしておりまし

た。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

ロータリー財団委員会 ポリオプラス委員会 

 委員長 安齋 治一郎さん 

準備している間に少しお話します。地区補助金奨学候補

生です。財団の方で皆さんから集まったお金を３年間投資

等し、３年前のお金を今年度使うことになっています。３

年前ですから村田年度で集めたお金を今年は使うという

ことになります。その中で、ＤＤＦ（地区活動資金）とＷ

Ｆ（国債の使う金）と分けています。今回新嶋さんは地区

補助金奨学生ということですので、地区補助金の方からお

金が出ています。また、ＷＨ（グローバル補助金）でも今

年２５７０地区は２人います。この２つに違いはそんなに

ないのですが、大きな違いとすると地区補助金は留学がだ

いたい１年、グローバルがだいたい２年のケースが多いで

す。 

新嶋さんはロータリーと高校生ぐらいから繋がりがあ

るようですので、話を始めさせていただきます。では、よ

ろしくお願いします。 

 

卓話  

２０２６－２０２７年度派遣  

地区補助金奨学候補生 新嶋 里奈様 

皆様、こんにちは。この度、本庄ロータリークラブ様ス

ポンサーのもと、そして本庄ロータリークラブの間正良昭

様カウンセラーのもと、地区補助金奨

学候補生となりました新嶋里奈です。 

本日、皆様お忙しい中時間を取って

いただきありがとうございます。また、

この度このような奨学生という素晴ら

しい機会をいただけたことに感謝して

います。本日初めて卓話をするので、少し緊張しているの

ですが、最後まで頑張りたいと思います。よろしくお願い

します。 

本日は私の簡単なプロフィールの後に、今の大学での生

活や、将来の目標、今後１年間の留学で行いたいことにつ

いて話します。 

改めまして新嶋里奈です。埼玉県熊谷市出身で、現在２

１歳です。大学が大分県別府市にある、立命館アジア太平

洋大学国際経営学部の２回生です。そして、この度２５７

０地区 地区補助金奨学生になりました。 

簡単にですが、私の趣味を紹介します。趣味は語学の勉

強、カフェやご飯屋さんに行くこと、旅行に行くことです。

特に幼い頃から語学を勉強することがとても好きで、現在

は英語と中国語を話すことができます。経歴については、

２００４年に熊谷市で生まれ、その後大妻嵐山中学校、高

等学校に入学し、６年間在籍していました。その後、２０

２２年に台湾に留学をしました。その後今の大学に入学し、

国際交流をしながらビジネスについて学んでいます。 

私には長所が３つあるので紹介します。一つ目がポジテ

ィブであることです。何事にも前向きで、元気で、普段か

ら何事にも常に恐れず、ポジティブに考えるようにしてい

ます。幼稚園から高校まで一回も学校を休んだこともなく、

とても元気です。 

二つ目は行動力があり、チャレンジ精神があるというこ

とです。私の好きな言葉で「やらない後悔よりやる後悔。」

という言葉があります。この言葉のように後悔する前に何

でもチャレンジをするようにしています。 

最後に周囲を巻き込む力があるということです。小学生

の頃から色々な活動に取り組んできて、様々な団体でリー

ダーを務めてきました。現在でもサークルや、学生団体な

ど幅広い団体でリーダーを務めています。 

次に、大学での生活について話していきたいと思います。

私は国際経営学部に所属しています。私が所属している国

際経営学部には国際認証が付いていて、この国際認証は日

本ではまだ３校ぐらいしか取得していないものです。この

国際認証を取得しているということが、世界でも通用する

ビジネススクールであるということを表しています。大学

では国際認証がついている学部で、経営学をはじめとする

マーケティングや経済学、アントレプレナーシップ、会計

統計、金融論などを学んでいます。 

この写真は、先日、私が取っている授業の教授と一緒に

遊園地に行って、その遊園地の利益を上げるためにどんな

ことができるのかをテーマに研究をした時のものになり

ます。２つ目が語学ということで、現在英語と中国を話す

ことができるのですが、私の大学は生徒の半分が留学生で

少し特殊な大学になっています。ですので、キャンパスも



日本語だけでなく、英語が公用語と定められています。普

段の生活から英語を話すことが当たり前で、他にも中国人

も百何人在籍しているので、中国語も話すことができてい

ます。 

学校では他にも６言語、中国語、韓国語、マレー語、イ

ンドネシア語、スペイン語、ベトナム語を学ぶことができ、

普通に開講されている授業でも英語の開講率が９９％な

ので、普段は英語で開講されている授業を履修しているこ

ともあります。生徒だけではなく、教授の半分も外国国籍

の方で、約１００ヶ国以上の国から来ています。ですから、

普段日本で大学生活を送っているのですが、山の上の一角

で留学をしているような感覚を得ながら日々学んでいま

す。 

また学校ではリーダーシップとか平和学、貧困など幅広

い学問を学ぶことができます。リーダーシップについて学

べる授業があったり、他にも平和学とか貧困について深く

学ぶことができたり、グローバル化している世の中での問

題について深く学ぶことができる授業を多く履修してい

ます。 

私が大学や大学外で今取り組んでいることをまとめて

みました。ＧＡＳＳ（ガス）、ＦＬＡＧ（フラッグ）、マ

レーシアウィークが大学で今取り組んでいるものになり

ます。ＧＡＳＳは、オープンキャンパスの運営、企画して

いる団体です。中学生の頃からオープンキャンパスを運営

する団体に所属していた影響で、大学でもそのような学生

団体に所属し、オフィスの方や、大学の大人の方々と一緒

に手を組みながらオープンキャンパスの企画、運営をして

います。部署のサブリーダーを務めているのですが、私の

部署は受付部署です。部署の半分も外国の方がいらっしゃ

った時のために外国人になっています。サブリーダーとし

て指示をすることも多いのですが、普段から英語を使いな

がらミーティング等を行っています。 

ＦＬＡＧは、新入生のサポートする学生団体です。この

団体ではリーダーを務めています。上の赤い写真になりま

すが、１０か国以上の外国人のメンバーがいて、宗教の信

仰が違ったり、生活習慣も全く違っていて、活動していく

中でも大変な部分も結構多いのですが、とても学びになっ

ています。 

私の大学ではウィークというものが存在します。例えば、

１週間、今週がチャイニーズウィークだったら、大学が中

国について知ろうということで、中国の国旗が飾られたり、

学食のメニューに中国料理が出たり、グランドショーやパ

レードが行われたりする、そういうウィークが存在します。

私はマレーシアウィークに所属をしていて、もちろんマレ

ーシアウィークなのでマレーシア人しか所属していなく

て、現在日本人一人で所属しているのですが、マレーシア

人は中国語とか英語を話す人種であるので、普段から中国

語と英語を忘れないために、こういった活動をしながら今

は副代表として活動しています。 

次に大学外での活動です。住んで

いる熊谷市でやっているものなので

すが、お囃子会に所属しています。私

は籠原に住んでいるのですが、籠原

祭りに毎年小学生の頃から参加して

います。生まれ育った地域を盛り上

げていきたいという思いから参加し

ていて、今日のスライドの最初の写

真も、今年の夏に巫女さんをやった

時のものになります。 

最後にＲＯＴＥＸ（ローテックス）

です。私は青少年交換プログラムと

いうロータリーの制度で高校３年時

に留学をしたことがあり、現在は２

５７０地区のＲＯＴＥＸとして活動

しています。ＲＯＴＥＸでは、留学生や候補生のお世話を

したり、アウトリーチという、次に海外に留学する候補生

のためにメール等を送って派遣国を決めるのですが、その

メールチームのリーダーをしています。そこではビジネス

英語などを使う機会がとても多く、大変勉強になります。 

私が、なぜまた留学に行きたいと思ったのか、そしてロ

ータリーの制度を再度使いたいと思ったのかについて話

します。 

高校３年生の時ですから２０２２年―２０２３年にか

けて、東松山武蔵ロータリークラブ様スポンサーの下、台



湾の台北の第３５２３地区、ホストクラブが南華ロータリ

ークラブというところに、留学をしていました。その時も、

ロータリーの制度を使って留学をしていました。また、父

が銀行員で、普段から多くのロータリアンの方と関わる機

会があり、私が所属していた大妻嵐山高校で毎年２，３人

留学に行っていたというきっかけもあり、ロータリーの制

度を知りました。 

他にも、妹も本庄ロータリークラブ様のもとでチェコに

留学をしました。このようなことを通して財団の留学の制

度を知り応募しました。この交換プログラムでは約１０ヶ

月留学をして、５つくらいボランティア活動にも参加しま

した。このボランティア活動に参加したことで、私の夢や、

将来の目標が深くなり、方向性が決まり、自分が学びたい

専攻分野が明確になりました。また、私の将来の目標とい

うのが、ロータリークラブが今後解決していきたいと掲げ

ている重点分野と重なり、深く共感するものがあったので、

またロータリークラブの制度で留学をしたいと考えるよ

うになりました。 

高校の時に留学をして感じたことは、他の留学制度とは

違い、ロータリークラブならではの交流というのが盛んで

あり、ロータリークラブならではのこの交流を活かしなが

ら、今度はアカデミックなことを深く学んでみたいと思い、

今回志望しました。 

私の現在の将来の目標は二つあります。一つ目が「貧困

解決」で、もう一つが「平和な世界の実現、紛争防止」と

いうことです。こういった二つの社会問題を、今私が大学

で学んでいるビジネスの力を用いて解決をしていきたい

と考えています。 

私の人生の目標一つ目、ビジネスを通して貧困など困っ

ている人を助けること。そして、貧困が原因で教育を十分

に受けられない子どもたちが、将来を自由に選択できる世

界になってほしいと考えています。私がこのように思うよ

うになったきっかけが高校３年生の時の留学で、ロータリ

ークラブの方が、「一緒に行こう」と誘ってくれた児童養

護施設への訪問でした。そこで、貧困の子どもたちと交流

をする機会があり、貧困の子どもたちが学校に行けてない

現状はもちろん、学校に行けていないことに対してどう思

っているのか、その子達がどんなことを学んでいきたいの

かを深く知る機会になりました。また、私が簡単な日本語

を教えたことで、日本語をはじめとする語学を学ぶ楽しさ

というのを知ってもらい、その姿を見たことで将来このよ

うな子どもたちの助けになりたいと思うようになりまし

た。 

ここで、貧困について現状を説明します。貧困というの

は「絶対的貧困」と「相対的貧困」という二つに分かれて

いることをご存知でしょうか。 

まず「絶対的貧困」ですが、国や生活のレベルとは無関

係に、生きる上で必要最低限の生活水準が満たされていな

い状態のことで、よく皆さんが貧困と聞いてイメージする

のがこの絶対的貧困に当たります。これにあたる人々は、

衣食住を含めて１日に２．１５ドルで暮らしているという

状態なのですが、２．１５ドルで生活をすることがどのよ

うな状態になるのか、あまり想像ができないと思うので写

真を持ってきました。このような状態で暮らしている人が

１日に２．１５ドルで生活をしている人たちになります。 

２つ目が「相対的貧困」ですが、これはある国や地域の

生活水準の中で比較した時に、大多数よりも貧しい状態の

ことを言います。世帯の所得がその国の所得の中央値の半

分に満たない状態のことを指しています。比較になるので

すが、「絶対的貧困」というのは生きていけるかどうかに



直結する基準になっていて、例としてはコンゴ民主共和国

とかマラウイとか、あとアフリカとかインドとかが当たり

ます。 

「相対的貧困」としては先進国が中心になっていて、日本

も相対的貧困率が約１５％、７人に１人相対的貧困に当た

ると言われています。また、アメリカでもまだ相対的貧困

率は日本よりも高く、医療費が特に高いので、低所得層の

人は生活に大きな負担を抱えているそうです。 

では、皆さんに質問です。貧困の子供たちは世界に今、ど

のくらいいると思いますか？ 

≪世帯種類別 相対的貧困の割合≫ 

日本ではこのグラフからわかるように、特に母子家庭では

まだ半数以上の子供が貧困状態にあると言われています。

日本は世界から見ると、裕福な国であるとか先進国である

というイメージがあると思うのですが、その状況の裏には

まだまだ貧困で困っている子供たちが多くいます。日本は

相対的貧困国に値するのですが、他のこのような国々と比

較した時に、まだアフリカ側に近く、相対的貧困の人の数

も多く、裕福な人と貧困な人の格差が大きいというのが現

状です。 

≪貧困の子どもたちの数 日本≫ 

次に「絶対的貧困」ですが、下のような地図を持ってき

たのですが、赤に近ければ近いほど貧困の人が多いと言わ

れています。これを見ると、アフリカだけではなくて、南

米とかインドとかではまだまだ絶対的貧困の国も存在し

ています。貧困という一つの問題が犯罪を引き起こすこと

で、治安が悪くなったりとか、十分な医療を受けられない

から疫病にかかる人が増えたりとか、様々な問題も同時に

引き起こしています。 

日本では、相対的貧困が原因で教育を受けられない子供

たちというのはまだたくさんいるため、そういう子供たち

を一人でも多く減らしていきたいと今は考えています。ま

た、そういったことを踏まえた上で、私は大学の方でも大

分にある児童養護施設や子ども食堂を訪問し、無料で英会

話を教えたり、基礎的な国語や数学を教えたり、私が留学

で学んできたことや異文化を通して学んだことを少しで

も伝えることで、子供たちの助けになると考えているので、

現在は大学の方でボランティアをしています。 

また、絶対的貧困にあたる子供たちというのは、まだ世

界にたくさんいて、彼らは私たちから想像することもでき

ないような生活を送り、毎日生きるのに必死な状態である

と思います。そういった子供たちも、本当に一人でも減ら

したいという思いもそうなのですが、私たちのような経済

的に裕福な国が１円でも多く支援をしてあげることで、そ

ういった子供たちの未来が１日でも延びたり、明るくなる

ことをしてほしいと思います。私はそういった子供たちの

ために、自分から進んで将来支援をしていきたいと考えて

います。 

では、他にこの貧困を救うことでどんなことにつながると

考えますか？貧困が減るということは、犯罪が減り、治安

が良くなり、紛争がなくなり、そういったことがなくなっ

た上で、私は世界平和につながるのではないかと考えてい

ます。 

 

 

 

 



会長 下条  誠さん 

新嶋さん、初めての卓話と聞いていましたが、非常に完成

度が高く感心しました。いろいろと聞かせていただいてロ

ータリーの地区活動にも参加し、私の居住地区周辺でのお

祭りに参加されているということですので、来年のお祭り

はぜひ見に行きます。本日は本当にありがとうございまし

た。 
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